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I 薬剤抵抗性の概況

コ プ ノ メ イ ガ は沖縄 を 除 く 日 本で は越冬で き ず， ト ビ

イ ロ ウ ン カ や セ ジ ロ ウ ン カ 等 と と も に 主 と し て梅雨時期

に海外 よ り 飛来 し ， 水稲 を加害す る 。 酒井 ら (1942) は

コ プ ノ メ イ ガ に つ い て 「局限 さ れた地域 に 突発的 に発生

し て其の害が甚 し く ， 激甚 な地域 に於い て は殆 ど収穫皆

無 に 近 い惨状 を 呈す る こ と が あ る 。 」 と 報告 し て お り ，

九州南部 を 中心 に 大発生 を し た こ と も あ る よ う で あ る 。

し か し ， 1960 年代半 ば ま で は 時々 多 発生 し た に 過 ぎ ず

(長谷川 ら ， 1967) ， コ プ ノ メ イ ガ の 多発が続 く よ う に な

っ た の は比較的最近の こ と であ り ， こ の た め本種の薬剤

感受性 に 関す る 報告 は少 な い。 筆者 ら は イ ネ 葉身浸漬法

に よ る 感受性検定 を 1980 年か ら 1991 年 ま で行 っ て き た

が， そ の結果 に よ れ ば コ プ ノ メ イ ガ 1 齢幼虫 の薬剤 に対

す る 感受性 は ダイ ア ジ ノ ン， モ ノ ク ロ ト ホ ス で は最近若

干感受性が低下 し て い る 可能性が う かがわれた (遠藤 ・

風野， 1988 ; ENDO et al. ，  1993) 。 し か し ， 他の薬剤 に対

す る 感受性 は 1980 年か ら 91 年の 間 で ほ と ん ど変化 し て

い な か っ た (遠藤 ・ 風野， 1988 ; ENDO et al . ，  1993) 。 最

近和歌 山 県や 島根県で も 幼虫 の薬剤感受性が局所施用法

に よ り 検定 さ れて い る が， 同法 に よ っ て も カ ル タ ッ プ，

ク ロ ル ピ リ ホ ス メ チ ル に対す る 感受性の低下 は ほ と ん ど

な い こ と が う かがわ れ る 。

E 薬剤感受性検定法

供試虫の入手 :

コ プ ノ メ イ ガの被害が発生 し て い る 水田 に 行 き ， 棒で

稲 を軽 く 叩 き 飛 び立 つ た成虫 を 捕虫網です く い採 る 。 田

植直後の時期では， 用水路や休耕 田 の 雑草地等で成虫 を

す く い 採 る 。 採 集 し た 成 虫 は 管 ビ ン (18 x 40 mm) に

1， 2 頭ず つ 入 れ て ， 雌雄 50�100 対 を 持 ち 帰 り 累代飼

育す る 。 ま た ， 被害の多 い水田が見 ら れ る 場合 に は， 被

害葉 を切 り 取 っ て持 ち 帰 り 老齢幼虫 を 集 め て も よ い。

Methods for the Measurement of Susceptib i l i ty of Agricul. 

tural Insect Pests to Insecticides. The Rice lea妊older Cna. 

ρhalocrocis medinalis GUENEE. By Shozo ENOO 
( キ ー ワ ー ド : 鱗麹 目 ， コ プ ノ メ イ ガ， 薬剤I感受性， 検定法)

供試虫の累代飼育 :

コ プ ノ メ イ ガの大量飼育法 に つ い て は い く つ か の報告

が あ る (WALDBAUER and MARCIANO， 1979 ; 藤 吉 弘

1980 ; SHONO and HIRANO， 1989) が， 筆者 は以下の方法

に よ っ て 飼育 を行 っ た 。 プ ラ ス チ ッ ク 製容器 (37 X 22 X

28 cm : 市販 の水槽) に 炉紙 を 敷 い た 後， 餌 と し て 10%

シ ョ 糖液 を 含 ま せ た 脱脂綿 を 入 れ た 小型 シ ャ ー レ を 置

く 。 こ の プラ ス チ ッ ク 製容器の上部 を ナ イ ロ ン ゴ ー ス で
覆 い， 1 容器 当 た り 15 対前後 の 雌雄 を 放飼 し ， 250C， 

16 時間照明下で産卵 さ せ る 。 産卵後 は 容器 内 の 炉紙 を

湿 ら せ た 後， ビ ニ ー ル片 を かぶせ て乾燥 を 防 ぐ 。 眼点が

で き た ら 稲芽出 し 苗 を入れて， ふ化幼虫 を芽出 し 苗上 に

移動 さ せ る 。 幼虫 の移 っ た芽出 し 苗 を 3 方 に 網 を 張 っ た

プ ラ ス チ ッ ク 製飼育箱 (37 x 22 X 28 cm) に 入 れ， ホ ー

ロ ー 引 き パ ッ ト (16 x 20 x 3 cm) に 育苗 用 培 土 で生育

さ せ た イ ネ 苗 を餌 と し て与 え る 。 イ ネ 苗の可食部が少 な

く な れば幼虫 は 自 然 に 新 し い苗 に 移動 す る の で， イ ネ 苗

は交互 に 新 し く す れ ば よ い 。 1 箱で 5 齢幼虫 を 約 100 頭

飼育で き る 。 前踊期か ら は首 に 水 を与 え な い で枯死 さ せ

る よ う に す れ ば， こ の容器で羽化 さ せ る こ と がで き る 。

薬剤感 受性検定 に 用 い る 1 齢， 3 齢幼虫 の 平 均 虫 体 重

は， そ れぞれ 0 . 06， 1 . 1  mg 前後 を 目 安 と す る 。

検定法の種類 と 特徴 :

ウ ン カ ・ ヨ コ バ イ 類 の 薬 剤 感 受 性 検 定 法 に は 浜

(1996) ， 遠藤 (1996) が述べて い る よ う に 各種方法が適

用 さ れて い る が， コ プ ノ メ イ ガ の 場合主要害虫 と 考 え ら

れ る よ う に な っ た の は比較的最近で， 薬剤感受性検定 は

現在の と こ ろ 局所施用 法， イ ネ 葉身浸漬法， 浸根法等，

ご く 限 ら れた 方法で し か行わ れて い な い。 イ ネ 葉身浸漬

法 (遠藤 ・ 升田， 1981) は ， イ ネ 苗の葉身 を 薬液 に 浸潰

し， イ ネ に付着 し た薬剤の幼虫 に対す る 効果 を み る 方法

であ る 。 コ プ ノ メ イ ガ は幼虫が葉 を 巻 い て イ ネ の葉身 を

摂食， 加害す る 。 こ の た め 薬剤散布 し た 薬剤が コ プ ノ メ

イ ガ幼虫 に 直接付着す る こ と は 少 な し 稲体 に 付着 し た

薬剤 を摂食， あ る い は薬剤 に 接触す る こ と に よ り 薬剤 を

体内 に取 り 込む割合が多 い と 考 え ら れ る 。 こ の た め散布

剤の効果 を想定 し た場合 に は薬剤の付着 し た イ ネ を餌 と

し て与 え る イ ネ 葉身浸漬法が防除効果 と 比較的対応す る
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と 考 え ら れ る 。 ま た 粒剤施用 を想定 し た 場合 に は イ ネ 浸

根法 (遠藤 ・ 升 田， 1981， 1983) が よ い と 考 え ら れ る 。

本種の場合， 局所施用 法 (遠藤 ・ 升田， 1981， 和歌山県

農試， 島根県農試) に よ る 検定 は そ れ ほ ど多 く 行われて

い な い が， 本法 は検定条件 を 容易 に規定で き 他の デー タ

と 比較す る こ と が比較的容易 で あ る 。

こ こ で は 局所施用 法 と イ ネ 葉身浸漬 法 に つ い て 述 べ

る 。

皿 局 所 施 用 法

供試虫 :

コ ブ ノ メ イ ガ は幼虫が イ ネ の葉身 を か す り 状 に 摂食 し

て加害す る 。 ま た 本種の成虫 は昼間 と 夜間では生息場所

が異 な る 場合があ る こ と がわ か っ て い る (深町， 1983) 。

こ の た め本種の防除 は幼虫 を 対象 と し て行わ れて い る 。

鱗麹 目 幼虫の摂食量 は齢の増加 と と も に 指数関数的 に増

大す る の で， 防除 は な る べ く 若 い ス テ ー ジ の う ち に行 う

の が よ い。 コ プ ノ メ イ ガ の場合 も 同様であ る が， 3 齢 ま

で の 摂食量 は 幼 虫 時代 の 全 摂 食 量 の 10%以 下 で あ り

(和 田， 1977 ; 遠藤 ・ 升田 ， 1981 ) ， 3 齢幼虫 ま で に 幼虫

を 防除 で き れ ば実 際 上 の 被 害 は か な り 回 避 で き る 。 ま

た ， 感受性検定 を 行 う に は 多数の供試虫 を必要 と す る た

め， 飼育に 要 す る 時聞 は 無視で き な い 。 イ ネ 葉身浸漬法

や イ ネ 浸根法で は薬液 を直接幼虫 に塗布す る わ け で は な

い の で， 観測 を容易 に し ， 若 い ス テ ー ジの幼虫 を 用 い る

の が よ い。 し か し ， 局所施用 法で は あ ま り 幼虫が小 さ い

と 薬液 を 塗 布 で き な い の で， 3 齢幼 虫 を 用 い る の が よ

し 3。

検定液の調製 :

検定液の調製 は ウ ン カ や ヨ コ パ イ 類の場合 と 同様 に 調

製す る 。 た だ， コ プ ノ メ イ ガ の場合は感受性検定の対象

と な る 薬剤 と し て カ ル タ ッ プ を 含 め る 場合が多 い の で，

薬剤 は メ チ ル ア ル コ ー ル に溶解 し て 用 い た ほ う が よ い。

調製 し た薬剤液は使用 す る ま で フ リ ー ザー で保存す る 。

検定作業時 に 準備 す る 試薬， 用 具 : メ チ ル ア ル コ ー

ル， V5紙 (直径 9 cm) ， ミ ク ロ シ リ ン ジ， 局所施用装置

キ * ， 減圧弁 を 装着 し た 炭酸 ガ ス ボ ン ベ， 管 ビ ン (直径

26 mm， 深 さ 54 mm) ， 面 相 筆， 大 型 試 験 管 (30 x 200 

mm) ， シ リ コ セ ン ， 試験管立， 検定時の餌 (草丈約 13

cm の イ ネ 苗 の 根部 を よ く 水洗 い 後， 苗 を 15 本 ご と に

テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー で巻 い た 後， 水 に 浸漬， 根部の余分

な水を絞 り と っ た も の )

* * 局所施用装置 : パ ッ カ ー ド 社製 の手動あ る い は 自 動

局所施用装置 を 用 い る 。 3 齢の幼虫 を対象 と す る 場合 に

は付属の 注射器 ( 1 m[ ) で は な く ， 250 μ f の ミ ク ロ シ

リ ン ジ (針先が直 角 に 切 り 落 と さ れ て い る D 型交換針

(伊藤製作所) を 装着 し た も の ， 針 は途 中 で約 150 度 に

曲 げて お り を 用 い， 施用 量 は 0 . 05 μ f 前後の一定量 と

す る 。 吐出量 は水銀 を 用 い た 重量法等 で検定 し て お く 。

検定手)1買 :

① 幼虫 の 餌 ( イ ネ 苗 15 本 の 根部 を テ ィ ッ シ ュ ペ ー
ノ T ー で巻 い た も の ) を 各大型試験管 に 入れ る 。

② 飼育容器か ら 面相筆 を 用 い て 3 齢幼虫 を 集 め ， 管

ビ ン (直径 26 mm， 深 さ 54 mm) に 5 頭 ず つ 入 れ る 。

管 ビ ン は l 濃度 当 た り 6 個 用 意 す る 。 試験 濃 度 段 階 は

4�5 段階 と し ， こ の ほ か に メ チ ル ア ル コ ー ル の み を 塗

布す る 無処理区 を 設 け る 。

③ 検定液 を ミ ク ロ シ リ ン ジ に 採 り ， 局所施用装置 に

セ ッ ト す る (検定液 を替 え る と き は使用 し終わ っ た 薬液

の影響が な い よ う に メ チ ル ア ル コ ー ルで よ く 洗浄す る ) 。

④ 供試虫 を入れた管 ピ ン に 炭酸 ガ ス を ゆ っ く り 5 秒

間吹 き 込んだ後， 30 秒静置す る 。

⑤ 管 ピ ン を 逆 さ に し 麻酔 し た 幼虫 を 炉紙上 に 移 し ，

面相筆 を 用 い て 並 べ る 。

@ 局所施用装置 に 装着 し た ミ ク ロ シ リ ン ジ の針先 を

色っ き 紙 に 添 え て ， 施用装置 を操作 し 薬液が順調 に 出 る

こ と を確認す る 。

⑦ ミ ク ロ シ リ ン ジ の 針先 を 幼虫 の胸部背面 に軽 く 添

え な が ら 薬液の吐出 を 行い ， 順次施薬す る 。

⑧ 薬剤処理 し た 幼虫 は面相筆 を 用 い て イ ネ 筒 の 入 っ

た大型試験管 に 入れ， シ リ コ セ ン で栓 を す る 。 こ の大型

試験管 を 250C， 16 時間照明下 に 置 き ， 24， 48 時間後 に

生死 を判定す る 。

⑨ 検定 は検定 日 を替 え て 2 回以上繰 り 返す。

⑩ 検 定 結 果 は 無 処 理 区 の 結 果 を も と に AIlBOTT

( 1925) の 方 法 に よ り 死虫率 を補正す る 。 檎正死虫率 を

プロ ピ ッ ト 変換 し Buss ( 1935) 等 の 方法 に よ り LDso 値

を求め る 。

W イ ネ 葉身浸漬法

供試虫 :

局所施用 法 で は 3 齢幼虫 を 用 い た が， イ ネ 葉身浸漬法

で は 多数の供試虫が容易 に 得 ら れ る ふ化後 1 日 以 内 の 1
齢幼虫 を 用 い る 。 1 齢幼虫 は 小 さ い た め 薬剤処理後の 観

測 に は若干手間取 る が， 1 試験管 当 た り 5 頭以下の放飼

に す れ ば そ れ ほ ど難 し く な い。

検定液の調製 :

局所施用法 と 同様に 薬剤液 を 調製 し ， 冷凍庫で保存 し

て お く 。 保存薬液 を 所定量採 り 50 あ る い は 100 倍 に メ

チ ル ア ル コ ー ル で希 釈 し ， 50 m l の 浸漬 薬 液 を 調製 す
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表 ー 1 局所施用 に よ る コ プ ノ メ イ ガ 3 齢幼虫の薬剤感受性

薬剤j名
LD50' μg/g 

1981 年叫 1990 年同 1991 年同 1992 年d) 1993 年d)

ク ロ ノレ ピ リ ホ ス メ チ ル

CVMP 
ジ メ チ ル ビ ン ホ ス

ダ イ ア ジ ノ ン

カ ノレ タ ッ プ

エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス

叫 : 遠藤 (未発表) .

18 
9 . 1  
7 . 8  

67 

610) 

10 24 

1 1  

4 . 1  

35 

3 . 7  

13  17  

同 : 平成 2 年度 近畿中国農業試験研究成績 ・ 計画概要集 (和歌山 県l .
c) : 平成 3 年度 近畿中国農業試験研究成績 ・ 計画概要集 (和歌山 県 l .
d )  : 平成 5 年度 近畿中国農業試験研究成績 ・ 計画概要集 (島根県) .

e) ・ 1979 年の採集虫.

表-2 イ ネ葉身浸漬法に よ る コ プノ メ イ ガ 1 齢幼虫の薬剤感受性

薬剤名
LC50• ppm 

1981 年 1985 年 1991 年

ク ロ ノレ ピ リ ホ ス メ チ ル 6 . 2  4 . 8  (0 . 78) 7 . 0 ( 1 . 1 ) 
ピ リ ミ ホ ス メ チ Jレ 3 . 6  

CVMP 1 1  6 . 6  ( 0 . 60) 11 ( 1 . 0) 
ジ メ チ ル ビ ン ホ ス 6 . 4  4 . 2  (0 . 66) 4 目 6 (0 . 72)

ダ イ ア ジ ノ ン 1 . 9  18 (9 . 5) > 62 ( > 33) 
イ ソ キ サ チ オ ン 1 . 7  2 . 7  ( 1 . 6) 2 . 9 ( l . 7) 

MEP 24 37 ( 1 . 5) 42 ( 1 . 8) 
ア セ フ ェ ー ト 2 . 6  6 . 8  (2 . 6) 5 . 7 (2 . 2) 

モ ノ ク ロ ト ホ ス 0 . 61 0 . 98 (1 . 6) > 16 ( > 26) 

カ ル タ ッ プ 2 . 1  3 . 2  ( 1 . 5) 3 . 10 . 5) 

LC50 は 浸漬液の薬剤濃度で示 し た .

( ) 内 は 1981 年の LD50 に対す る 各年の LD50 の比.

る 。 浸漬液 に は製剤 を水で希釈 し た も の を 用 い る こ と が

多 い が， 薬液浸潰 し た イ ネ を風乾す る の に 若干時間 を 要

す る こ と ， ま た ， 検定 を 試験官 内 で行 う た め ， 少 し で も

処理 イ ネ が濡れて い る と 試験官内 が過湿 と な り や す く ，

幼虫 の死亡率が高 く な る 。 こ の た め筆者 は風乾 し や す く

均一 に 薬剤が付着 す る と 思わ れ る メ チ ル ア ル コ ー ル を 用
い て 試験 を行 っ た 。

検定作業時に準備す る 試薬， 用 具等 ・

メ チ ル ア ル コ ー ル， ビー カ ー， 大型試験管， シ リ コ セ

ン， 試験管立 て ， イ ネ 苗 (草丈約 13 cm の イ ネ 苗 の 根

部 を よ く 水洗 し て お く ) ， 面相筆， テ ィ ッ シ ュ ペ ーパー。

検定手)1頂 :

① 草丈約 13 cm の イ ネ 苗の根部 を よ く 洗浄 し ， 5 本

ずつ ま と め根 を か ら ま せ る 。

② 先 に 調製 し た 試験管の保存薬液 を採 り ， メ チ ル ア

ル コ ー ル で 50�100 倍 に 希釈 し所定濃度 の 浸漬液 50 m l  

を調製す る 。

③ 5 本ずつ ま と め た 6 束 の イ ネ 苗の葉身部 を 浸潰液

に 10 秒間浸潰， 風乾後， 根部 を テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー で

巻 く 。 根部 を 水 で 若 干 湿 ら せ， 大 型 試 験 管 (30 x 200 

mm) に 入 れ た 後， ふ化後 1 日 以 内 の I 齢幼虫 を 1 試験

管当 た り 5 頭放飼 し ， シ リ コ セ ン で桧 を す る 。

④ こ の 試験管 を 250C16 時間 照 明下 に 置 き ， 24， 48 

時間後 に 生死 を判定す る 。

⑤ 検定 は 日 を替 え て 2 回以上行 う 。

⑥ 検定結果 は 無処理の 結果 を 基 に 死 虫率 を ABllOTT

( 1925) の 方 法 に よ り 補正 を 行 う 。 こ の死虫率 を プ ロ ビ

ッ ト 変換 し ， Buss ( 1 935) 等 の 方 法 に よ り LCS9 値 を 求

め る 。

以上の局所施用 法 と イ ネ 葉身浸漬法で行 っ た 感受性の

検定例 を 表 1， 2 に 示す。
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